
シ

ユ
ナ
イ
ダ

ー
氏
の
火
山
基
本
型
分
類
の
憤
楢

本

間

不

二
男

悶
々
圏
点
か
ら

シ
ユ
ナ
イ
ダ
ー
氏
の
火
山
基
本
型
に

関
す
る
質
問
が
あ
つ
た
か
ら
'
此
塵
で

二
.LIB
L
や
-
ど

思
ふ
｡
後
れ
の
火
山
基
本
地
形
介
棟
に
よ
れ
ば
火
山
の

地
形
は
大
健
次
の
七
種
の
塾
の
中
の
何
れ
か
或
は
教
戒

を
給
食
し
た
も
の
に
腐
す
る
も
の
で
あ
る
｡
即
ち

(
こ

ペ
デ
イ
オ
ニ
ー
テ

ノ

(成
錦
北
濃

の
玄

武
岩
基
地
)

毒
地
状
地
形
を
な
し
.
蓬
ビ
し
熔
岩
よ
-
成
る
火
山

で
古
き
地
質
時
代
に
多
-
洪
積
期
の
も
の
は
あ
つ
て
も

小
規
模
で
あ
る
.

1
例
は
デ
ッ
カ
ソ
宇
島
西
北
部
の
玄

武
岩
基
地
で
'
自
重
紀
東
成
は
第
三
紀
の
始
め
に
噴
出

し
た
も
の
で
あ
る
｡

(二
)
ア
ス
ピ
ー
テ
ン

(
偶
ア
ス
ビ
ー
下
-
阿
蘇
外
輪
山
)

梅
め
て
緩
傾
斜
を
兼
す
偏
平
な
火
山
で
頂
上
に
は
多

-
の
場
脊
火
口
が
あ
る
.
熔
岩
を
圭
だ
す
る
火
山
で
.

現
世
よ
-
も
育
m
J地
質
時
代
の
火
山
に
多
い
｡
布
畦
の

ソ

ユ
ナ
イ
ダ
ー
戊
の
火
山
造
本
塑
分
瓶
の
慣
値

マ
ク
ナ
､

Ⅴ
ア
は
此
の
蔵
の
火
山
で
あ
る
｡

(
11
u
･L

Tl
イ

デ
ソ

(横
間
山
髄

の
離
山
)

山
の
傾
斜
粕
急
に
し
て
三
十
五
度
を
捕
ゆ
る
こ
亡
が

あ
る
所
の
竿
球
形
に
近
い
火
山
で
蓬
ビ
し
て
爆
岩
よ
-

tit
-
｡
第
三
紀
の
火
山
に
多
-
.
群
を
な
し
て
存
在
す

る
僻
が
あ
る
0
中
央
鞠
蘭
酉
に
は
玄
武
岩
及
び
粗
面
岩

よ
-
･成
る
此
の
椛
の
火
山
が
樺
山
あ
る
｡

(四
)
ベ
ロ
ニ
ー
テ

ン

(
屯
ン
ベ
レ
ー
)

山
の
傾
斜
四
十
五
度
を
超
え
､

基
底
の
露
程
が
高
さ

よ
-
小
さ
な
火
山
で
p
蓬
だ
し
て
熔
岩
よ
-
成
り
第
三

紀
に
多
い
O
現
世
に
出
釆
た
も
の
ゝ
1
例
は

l
九
〇
三

年
の

マ
ル
チ

エ
ー
火
山
中
に
生
じ
た
ベ
レ
ー
尖
峯
で
あ

る

〇五

)
コ
ニ
ー
デ
ソ

(
常
土
山
)

山
の
傾
斜
が
頂
上

に
行
-
程
大
き
-
､
熔
岩
よ
-
火
山

h

lCれ

E
)
[



(唾布) プ ロ ナ ウ IY 囲一第

イ ク Iレ サ デ イ ユ プ 固二節

7W

一jm諜- 一二二二二二

10D ZOO 3CO 4CO Sa) 抑 ･77y) 800 90m

琴

義

解
四
哉

空O

田

ニ

砕
屑
の
方
が
多

い
朗
の
火
山
で
.
そ
の
適
例
は
富
士
山

で
あ
る
｡
此
の
塾
は
現
世
の
火
山
に
多

い
.

ュ
ハ
.)
ホ
マ
-
テ

ン

(赤
城
山
､
立
山
)

コ

ニ

ー
デ

ン
型
火
山
の
中
腰
よ
り
上
部
を
切
-
捨
て

た
様
な
山
形
を
有
し
､
樺
層
及
び
熔
岩
の
互
僚
よ
-
成

る
朋
の
現
世
に
多
い
火
山
で
あ
る
｡
被
れ
緩
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
の

ヘ
ル

プ
ti
ル
島
を
そ
の
例
に
取
っ
て
居
る
け
れ

ぎ
我
園
の
赤
城
山
等
は
そ
の
通
例
で
あ
る
)

(七
)
マ
ー
ル

火
山

活
動
が

7
回
の
爆
費
で
終
っ
た
虜
め
そ
の
周
園

に
時
に
少
畳
の
群
居
の
推
薦
L
P
爆
教
火
口
は
周
囲
の

土
地
よ
り
低
-
多
-
地
を
烏
し
て
居
る
所
の
負
型
火
山

で
あ
る
｡

此
の
シ
ユ
ナ
イ
ダ
ー
の
分
類
は
歴
然
ビ
し
て
多
種
多

様
な
火
山
地
形
を
僻
辞
し
､
火
山
構
造
を
畢
純
化
し
､

同
時
に
此
基
本
型
の
名
郡
を
翠
に
記
翫
す
る

だけ
で
火

山
成
生
常
時
の
活
動
状
態
を
も
想
起
せ
し
め
得
る
鮎
に

於
て
此
れ
等
の
名
邦
は
斯
単
著
に
依
っ
て
長
-
用
ゐ
ら

る
ゝ
も
の
で
あ
ら
-
け
れ
で
も
'
此
れ
を
我
観
の
火
山

に
欝
で
惰
め
て
見
る
と
き
.
曲
の
火
山
型
の
滑
長
が
地
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y

Tt
ナ
イ
ダ

ー

氏
の
火
山
苗
本
朝
分
類
の
僻
低

貿
酵
代
ビ
密
接
M花
園
傭
あ
る
ビ
考

へ
る
二
宮
･が
必
す
L

も
必
妻
で
な
い
横
で
あ
る
｡
蓋
し
シ
ユ
ナ
イ
ダ
ー
が
曲

の
説
を
濁
す
に
至
つ
･hrJ
の
は
'
火
山
活
動
は
大
燈
地
球

が
冷
却
す
る
ビ
東

へ
て
小
規
模
に
LJ}る
串
､
箱
三
紀
以

雄
の
地
史
は
今
日
略
終
息
期
に
這
入
っ
て
居
る
k
)
い
ふ

事
､
及
び
火
山
活
動
に
は
熔
岩
の
静
か
に
流
出
す
る
種

黄
ビ
克
斯
を
多
量
に
食
む
爆
費
性
の
も
の
ど
の
二
種
が

あ
り
こ
れ
が
地
殻
塵
動
期
の
時
の
経
過
だ
何
か
因
果
関

係
が
あ
る
宣
言
ふ
慣
定
が
潜
在
し
て
居
る
横
に
思
は
れ

る
'
然
し
我
国
に
於
い
て
唯
静
か
に
火
山
形
を
直
税
す

る
亡
き
或
る
基
本
形
'
例

へ
は
-
ロ
イ
ド
魔
の
火
山
が

醇
に
第
三
紀
に
多
-
今
日
に
少
な
い
亡
は
考

へ
る
事
が

僧
都
な
い
｡
又

シ
ユ
ナ
イ
ダ
ー
の
基
本
型
の
鮪

1
式
E

L
で
考

へ
て
居
る
ペ
デ
イ
オ
ニ
ー
ト
に
デ
ッ
カ
ソ
の
宏

大
な
玄
武
岩
基
地
を
取

-
'
他
の

山
方
に
は
倭
小
な
ト

ロ
イ
ド
型
を
取
て
両
者

に
同
位
置
を

輿

へ

て
居
る
串

は
'
人
に
不
調
和
L･4
威
じ
を
輿

へ
る
も
の
で
あ
る
l｡
我

々
の
眼
を
以
う
で
ト
ロ
イ
ド
型
の
火
山
を
見
れ
ば
.

此

の
種
の
も
の
は
二

)
基
盤
の
上
に
そ
れ
が

山
群
を
な
し

存
在
す
る
.yJ
き
は
火
山
カ
が
貧
窮
な
る
溜
め
に
'
更
に

空
一

E
]l)t
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芋
1

由
凹

生
長
し
て
偉
大
な
る
大
火
山
を
適
役
す
る
こ
と
が
出
凍

な
い
場
令
で
あ
-
p
又
(
二
r山
麓
､
山
腹
及
び
山
原
に

寄
生
火
山
ビ
し
て
存
在
す
る
と
き
は
iiT;火
山
を
構
成
し

た
火
山
活
動
が
来
期
に
入
っ
た
時
の
副
薦
物
ど
よ
-
考

へ
ら
れ
な
い
0
此
の
意
味
に
於
い
て
(
こ
の
場
倉
は
マ

ー
ル
の
成
生
ビ
同
じ
で
あ
-
≡

)
の
場
食
は
爆
藤
火
口

の
成
生
だ
同
じ
で
あ
る
｡
賓
に
1
歩
を
進
め
て
基
地
型

火
山
は
或
は

7
億
又
は
激
憤
の
地
裂
政
か
ら
涌
き
出
づ

る
所
の
倦
岩
､
或
は
贋
き
南
潜
に
於
い
て
蔽
覆
す
る
岩

石
を
押
し
の
け
て
溢
れ
出
し
た
爆
岩
よ
･F
成
る
と
考

へ

ら
れ
る
の
に
.
此
れ
を
他
の
風
情
駅
通
路
を
通
っ
て
出

た
物
質
に
依
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
を
層
別
す
る
朋
の

個
々
の
地
形
だ
同
位
置
に
置
い
て
比
較
す
る
こ
E
は
'

成
因
上
の
考
察
か
ら
'妥
常
を
映
-
も
の
ビ
思
は
れ
る
｡

其
鹿
で
火
山
活
動
の
輪
廻
か
ら
考

へ
て
'

(
〓
固
丘
状
火
山

(A
)初
期
準
備
型
火
山

(
･T
)
マ
ー
ル

(
p･)
卜
ワ
イ
ド

(

B
)
活
動
期
蓬
塑

火
山



〔
ィ
)

ア

ス

ビ

ー

I

へ
Fi)

ホ

マ
-

･1

〓

)
コ

ニ
ー

ド

(C
)末
期
寄
生
型
火
山

(
エ
)
ベ
ロ
ニ
ー
ト

(イ
)
･L
ロ
イ
ド

(
こ

マ

ー
ル

(
雌
雄
火
口
)

(
二

小

ホ

マ

I
I

(
二
)素
地

状

火

山

(A
)初
期
準
備
型
火
山

(
義

に
微
弱
)

(B
)
活
動
期
ま
型
火
山

(
ィ
)
ペ
ヂ
イ
オ
エ
ー
ー

(C
)
末
期
寄
生
型
火
山

(イ
)
ト
ロ
イ
ド

(
こ
小

ホ
マ

ー
ト

亡
で
も

分
相

し

た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
AJJ
愚
は
れ
る

ウ
ォ
ル

フ
の
火
山
学
第
二
怨
'
各
論
二

九
二
三
)
の
初

め
に
火
山
活
動
を
楓
淀
に
就
い
て
介
蕪
し
て
.
次
の
･様

な
表
(窮

l
表
)
が
載
せ
ら
れ
て
居
る
J
此
れ
に
よ
っ
て

も
シ
ユ
ナ
イ
ダ
ー
が
介
赦
せ
る
火
山
形
の

E
つ
1
つ
が

シ

ユ
ナ
イ
ダ

ー
氏
の
火
山
拓
本
塑
分
凝
り
僻
値

火
山
借
物
の
如
何
な
る
輝
に
生
す
る
か
を
推
測
す
る
‥

亡
が
出
凍
る
｡
又
東
に
個
々
の
火
山
形
に
封
臆
す
る
火

山
岩
の
化
単
成
分
を
考

へ
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
･jJ
は
勿
論
で
.
こ
れ
等
の
催
件
を
充
分
考
察
に
入
れ

て
火
山
形
を
分
類
し
た
ら
益
々
意
味
の
あ
る
も
の
に
な

る
で
あ
ら
う
｡

生
物
の
分
類
が
最
初
其
の
外
形
に
よ
っ
て
成
さ
れ
p

次
い
で
比
較
解
剖
轡
的
見
地
に
よ
っ
て
成
さ
れ
'
最
後

に
は
密
生
単
的
見
地
か
ら
系
統
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
様

に
.
火
山
の
分
類
も
や
が
て
其
の
構
成
物
質
の
親
允
な

る
岩
粟
の
進
化
か
ら
考
察
さ
れ
た
結
果
と
し
て
表
は
さ

れ
る
日
が
凍
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
.
シ
ユ
ナ

イ
ダ
ー
の
舟
頻
は
未
だ
此
の
悪
政
に
於
い
て
第
二
の
段

階
を
も
了
へ
て
居
な
い
様
に
思
は
れ
る
.



表

噴 火 様 式

tTl)頂上噴火
b)キヲtLJエア鎚
C,コTバクy型!
a)マウナロア型
e〕1895年或1872年q)がエ

スブイアス剖
∫)ェ下ナ型

園 塔 塑

JV 爆馨軸

HⅠ噴気火口

フユー マ ローltJ

Ⅰ上 噴気孔
リ)ソファタ ラ

Ⅰ温冷気孔

約10500

10000から

6550 迄

6550 から

2000 迄

2000 から

100D 迄

1000 から

鰭紐まで

ペ Trニ - ト型

(10dOoEこて玄武岩が流る

串ゝあり) ′

(酸性黒曜石は8000にて

放ろゝこぞあり)

6005--5500にて火山抑赤

熱す

爆 登･横 式

示二こす 示 漸 W
(熔柴ざLZ)良)

b)ス ト.=ン ポ リ式

活 動
(#Lli流熔岩･牛剛珍
火山'jtIir･:Jiび岩田q)
Jhlilt_)

a)混 合 式 の 活 動
(緋流父Li即 位軒
桁岩松糾し懲熔岩
flJ･)狩･火山砂か地相)

b)クやJvカ .'式 活 動

(同形軒熔某';･.火山
F･rli及ひ暁AEIFLfjk川す)

a)ペ レ ･一式 活動
(同形新熔長さ｡漉立
替蛋及び暁蛸各日
で)

b)ペ リエ クス式 活
(闘将新熔岩 ･哲熔
岩屑･･一枚樹状噴蛸
払出で)

親類性瓦斯爆磯･

(HCl,SOj,CO営,)

酸性 瓦 斯 爆 費
(HCl,So空,Hヱ0,
NIllCl･Fe.C13

噴 栽

(ⅠⅠ20,H2S,CO皇

a)モ ア エ ツ ト

(Cola)

b)温 泉


